
策定年月日 R5.1.20

施設名称 所管所属名称

大分類 公用施設 中分類 試験研究教育施設 小分類 試験研究施設

構造 鉄筋コンクリート 用途 事務所 建築日 2019/11/15

経過年数 2年 耐用年数 50 目標使用年数 65

運営方式 直営 管理者名称 原子力安全対策課 全延床面積（㎡） 3,794

所在地

必要性の有無 有

個別施設計画様式（参考）

業務内容 原子力災害発生時に関係機関の活動拠点となる施設

　原子力災害が発生した際に，国の機関，関係市町，自衛隊や消防などの実動組織，原子
力事業者等の関係機関が一堂に会して情報の共有や応急対策などの調整を図るための拠
点となる施設であり，施設の必要性は高い。

原子力災害対策特別措置法第12条第1項

牡鹿郡女川町浦宿浜字十二神60-46

１　対象施設・施設概要

公共施設等総合管理方針施設分類

主要建物概要

２　計画期間

計画期間は令和４年から令和１３年までの１０年間とする

３　点検・診断によって得られた個別施設の状態

女川オフサイトセンター

７　財源内訳

一般財源、原子力発電施設等緊急時安全対策交付金

原子力安全対策課

施設情報

　職務遂行に当たり必要不可欠な施設であり，適正な維持管理が必要であることから，今後
も適切な維持管理に努める。
　点検・補修結果については，データを蓄積し今後の施設保全に活用する。
　また，予防保全の考え方を取り入れ，劣化状況等に応じた周期的な改修等を図るとともに，
計画的な修繕・更新を行う。
　　なお，目標使用年数は，宮城県公共施設等総合管理方針における推計条件を準用し，法
定耐用年数の３０％増とする。

　令和４年度現在でまだ３年しか経過していない新しい施設である。そのため，改修等はほと
んど行っていない。
　しかしながら，保全点検結果で，建築部分についても外壁のふくれが指摘されていることか
ら，外壁については５年毎に破損修繕を行い，10年毎に塗料塗替え，25年毎更新を行うことと
して計画する。
　また，その他建築施設，電気設備，空調設備，衛生設備等の更新についても「建築物のラ
イフサイクルコスト」に基づく更新を順次行うこととして計画する。

別添「保全点検結果報告書」のとおり

４　当該施設の必要性

５　施設ごとの今後の対策

６　対策内容，時期及び概算費用

別添「中長期保全計画表」のとおり

設置根拠規定等

必要性の判断理由

管理に関する基本
的な考え方を踏まえ
た施設の管理方針

施設間・対策間の優
先順位の判断内容
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